
出題分類表の
問題No.と対応。

No.186

過去11年間に出題された本試験問題を項目別に分類し、原則として難易度順に、同じ難易度の場合は
出題年度順に掲載しています。巻頭の出題分類表は、過去の試験傾向が一目でわかる構成。さらに正誤の
根拠をしっかり把握するために、すべての選択肢に解説を掲載しています。正しく理解することで、暗記で
はない、真の知識の定着につながります。

各項目の出題傾向、学習ポイントを掲載。
概要をひと目で理解することができます。

最新の法令・規準等に適合するよう選択肢の内容を
変更しています。出題当時の選択肢については、「旧
～」として記載しました。

「最近出ていない復活
要注意問題」には、過
去11年よりも以前に
出題され、再び類似の
出題が予想されるも
のを厳選して掲載して
います。

「試験によく出る重要選
択肢」には、過去の試験
において出題頻度の高
い選択肢や、重要な選
択肢を掲載しています。問題番号の横についている□□□欄を利用して理解度の確

認が可能です。チェックしておくと、次の学習を行う際の目安に
なります。

□□□…自信を持って解答し、正解できる。
□□□…内容を理解できるが、解答には自信がない。
□□□…内容を理解できていない。

各問題の難易度を表示。
★………難易度：低
★★……難易度：中
★★★…難易度：高

出題年度と当時の問題番号を表示。
H28−18

当学院のテキストは、過去10年余りの出題を分析した独自のデータに基づき、内容の構成およびボリュームを
決めているため、出題頻度の高い項目や、今後出題が予想される項目が、過不足なく盛り込まれています。
各単元の冒頭には「重要ポイント」として、押さえておくべきポイントがコンパクトにまとめられています   。
特に重要な内容はスペースを大きく取り、図やイラストを用いて詳細に解説。さらに覚えるべき公式   や、
過去問題の出題例   、テキスト本文の補足事項・関連事項・用語など   も掲載。合格に必要な知識を無理
なく身につけることが可能な、最高の教材です。

テキストの本文に関連する情報は欄外に掲載されます。

 出題  ：テキスト本文に関連した過去出題がある場合の出題年度
 補足  ：テキスト本文の補足事項
 関連  ：テキスト本文の関連事項
 用語  ：本文中に登場する用語の定義

講座テキスト 問題集

学科用教材

各単元の冒頭に「重要ポイント」を
掲載。特に重要な内容はスペース
を大きく取り、図やイラストを用い
て詳細に解説しています。

基本事項は黒ゴシック体、出題頻度の
高い事項は赤ゴシック体で表記。

覚えるべき公式は一覧
にして掲載。出題頻度
が高い基礎的な項目を、
効率よく確認できます。

基礎的な内容の説明の
後には応用問題に対応
する内容も掲載。本試
験に向けて実戦力が身
につく構成です。

本文の内容に合わせて
「出題例」を掲載。本試
験での出題のされ方が
わかります。

「ページの構成」は基本的な内容から応用的な内容まで順序立てて
編集されています。合格に必要なポイントや難解な部分に関して
も、理解しやすいよう簡潔にまとめられています。

当学院のテキストは、過去10年余りの出題を分析した独自のデータに基づき、内容の構成およびボリュームを
決めているため、出題頻度の高い項目や、今後出題が予想される項目が、過不足なく盛り込まれています。
各単元の冒頭には「重要ポイント」として、押さえておくべきポイントがコンパクトにまとめられています   。
特に重要な内容はスペースを大きく取り、図やイラストを用いて詳細に解説。さらに覚えるべき公式   や、
過去問題の出題例   、テキスト本文の補足事項・関連事項・用語など   も掲載。合格に必要な知識を無理

「ページの構成」は基本的な内容から応用的な内容まで順序立てて
編集されています。合格に必要なポイントや難解な部分に関して
「ページの構成」は基本的な内容から応用的な内容まで順序立てて
編集されています。合格に必要なポイントや難解な部分に関して

覚えるべき公式は一覧
にして掲載。出題頻度
覚えるべき公式は一覧
にして掲載。出題頻度
覚えるべき公式は一覧
にして掲載。出題頻度

1年間に出題された本試験問題を項目別に分類し、原則として難易度順に、同じ難易度の場合は
出題年度順に掲載しています。巻頭の出題分類表は、過去の試験傾向が一目でわかる構成。さらに正誤の
根拠をしっかり把握するために、すべての選択肢に解説を掲載しています。正しく理解することで、暗記で

各項目の出題傾向、学習ポイントを掲載。
ができます。

特に最新の法改正や、学会規準の改定箇所は、本試験でもよく出題される要注意ポイント。しかし、市販のテキストの中には未対応のものもあり、
そのような教材を使い続けることは非常に危険です。当学院の教材は、法改正・学会規準の改定にも対応するため「毎年改訂」を行っています。さらに
最新の試験傾向を徹底分析し、出題頻度の高い項目や、今後出題が予想される項目を数多く掲載。“今”の建築士試験に完全対応した教材です。

当学院の教材は「毎年改訂」!! 常に最新の試験傾向に対応しています!!
新傾向・法改正・学会規準の改定にも完全対応

初出題の内容にも強い 受講生目線のわかりやすさ
現在の実務や、近時の話題、法改正や規準改訂、最新の試験傾向などを
徹底分析し、出題頻度の高い項目や、今後出題が予想される項目を数多く
掲載した、当学院ならではのオリジナル教材です！ 

実際に教壇に立つ講師陣・講習開発スタッフたちが教材の執筆をするため、受講
生の反応や質問などを的確に教材へ反映でき、受講生の苦手なポイントや理解し
づらい箇所をわかりやすく解説しています。

合格に必要な内容を厳選
過去の学科試験問題を分析し、合格に必要とされる内容を過不足なく厳選。
各項目ごとに基礎から応用までを順序立てて説明しているので、どなたでも
無理のない学習が可能です。

オリジナル教材
対面指導のノウハウを凝縮した受講生目線の“わかりやすさ”を実現
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徹底分析！
最新の社会情勢や
実務の動向を

長年にわたり培われた、対面指導のノウハウを凝縮！ 膨大な出題範囲を効率よく学習できる！

総合資格学院のテキストは、短期間での資格取得を希望していた私に
あっていました。文章が色分けされているため優先順位が一目でわかり、
丁寧な解説やイラスト、表も記載されているので、難しい内容も理解し
やすかったです。何度も繰り返し読んで自分用のマーカーやメモをテキス
トに書き込むことでオリジナルのテキストとして活用していました。

井上 裕子さん（合格時25歳） 勤務先：官公庁
日頃から学院の問題集を活用しました。解説も詳しく載っているので、
テキストを読み込む前に一度さらっと問題を解いて、解説を読み込む
ことで、問われていることの大枠をつかむようにしました。問題を解い
てからテキストに戻ることで、自分がつまずくポイントを重点的に学習
できました。

「問題集」が良かった
稲垣 綾さん（合格時25歳） 勤務先：官公庁

毎 年 改 訂

総合資格学院のココが良かった！平成29年度 
1級建築士試験合格者が語る

平成29年度

1級建築士試験

合格

「テキスト」が良かった

図やイラストが満載でわかりやすい構成 すべての選択肢に解説を掲載
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